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きる時代･･･外来での看護の重要性がますます高まっ

ています。がんサバイバーのエンパワメントを支える

外来看護の実際とその意義を「みえる化」。スペシャリ

ストナースによる充実した事例集。また、看護師の実

践を支えるための理論的な探求をエンパワメント支援

の看護論として提示。ナース自身のエンパワメントに

も資する、外来がん看護の指針！ 
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